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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・アセット・ 
アロケーション・ 

ファンド(１年決算型) 
愛称：ノアリザーブ１年 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第11期 
 

決算日：2023年８月15日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・アセット・アロケーション・

ファンド(１年決算型)」は、2023年８月15日

に第11期の決算を行いましたので、期中の

運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 
2013年１月31日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 

主に投資信託証券に投資を行い、信託財産

の成長と利子・配当等収益の確保を図るこ

とを目的に運用を行います。 

主要投資対象 投資信託証券を主要投資対象とします。 

運 用 方 法 

①投資信託証券への投資を通じて、主に日

本を含む世界の株式および公社債なら

びに金（デリバティブ取引を含めます。）

等に投資することにより信託財産の成

長と利子・配当等収益の確保を図ること

を目的に運用を行います。 

②投資信託証券への投資にあたっては、委

託者が各資産の収益とそのリスク見通

しを分析して指定投資信託証券の中か

ら選択し、その配分比率を決定します。

また、組入資産および配分比率について

は、適宜見直しを行います。 

③外貨建資産については、為替ヘッジが必

要と判断した場合は為替ヘッジを行う

ことがあります。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益

証券以外の有価証券への直接投資は行

いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準等を勘

案して委託者が決定します。ただし、分

配対象額が少額の場合には、分配を行わ

ないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

７期(2019年８月15日) 11,055 0 2.3 95.0 20,975 

８期(2020年８月17日) 11,903 0 7.7 99.3 18,443 

９期(2021年８月16日) 12,801 0 7.5 90.1 21,672 

10期(2022年８月15日) 12,300 0 △3.9 89.9 22,758 

11期(2023年８月15日) 12,366 0 0.5 92.7 22,306 
 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年８月15日 12,300 － 89.9 

８月末 12,110 △1.5 91.5 

９月末 11,695 △4.9 86.9 

10月末 11,902 △3.2 86.8 

11月末 11,964 △2.7 91.0 

12月末 11,703 △4.9 90.3 

2023年１月末 12,010 △2.4 95.2 

２月末 11,800 △4.1 89.6 

３月末 11,947 △2.9 95.8 

４月末 12,021 △2.3 94.8 

５月末 12,136 △1.3 96.1 

６月末 12,485 1.5 100.3 

７月末 12,439 1.1 95.7 

(期  末)    

2023年８月15日 12,366 0.5 92.7 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

 

当期の基準価額は、0.5％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・円に対して米ドルなどが上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている金の価格が上昇したこと 

上昇↑・実質的に組入れている株式や債券からの配当・利金収入 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

下落↓・為替ヘッジコスト 

下落↓・実質的に組入れている債券の価格が下落したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、前期末から2022年10月上旬にかけては、米連邦準備制度理事会（FRB）に加え欧州中央銀

行（ECB）といった他の主要中央銀行も積極的な利上げを継続するとの見方を背景に世界的に景気後退懸念が

強まったことや、中国での新型コロナウイルス感染拡大などが嫌気され下落しました。10月中旬以降は10月、

11月の米消費者物価指数（CPI）の鈍化を受け米国の利上げペースが減速するとの期待感から、12月末にかけ

て上昇しました。2023年１月以降は、FRBが利上げペースを減速させるとの観測に加えて、中国のゼロコロナ

政策解除による景気回復への期待が高まったことなどを背景に上昇しました。３月中旬にかけては、堅調な

米国景気やインフレ圧力の根強さから利上げの長期化観測が強まったことや、米地銀の破綻を受けた金融不

安を背景に世界的にリスク回避姿勢が強まったことなどから、下落しました。その後は、各国当局の迅速な

対応で金融不安への警戒感が和らいだことから、４月上旬にかけて上昇傾向となりました。４月中旬以降は、

底堅い世界経済回復への期待感が継続した一方、欧米をはじめとする主要国・地域中央銀行による利上げ継

続への警戒感などから、５月にかけてもみ合う動きとなりました。その後７月にかけては、米国債務上限問

題の解決、米国などでインフレ圧力低下の兆しが高まったことを受け、米利上げの 終局面が近づいている

との観測が高まったことなどを背景に、世界の株式市場は上昇しました。期末にかけては、米大手格付け会

社による米国国債の格下げや、米国国債発行増加による需給悪化懸念により米長期金利が上昇したこと、一

部の米地銀の格下げで金融不安再燃への懸念が高まったことなどから軟調に推移しました。 

・世界の国債市場は、前期末から2022年11月上旬にかけては、FRBのパウエル議長がインフレ対策を重視する

姿勢を明確化したことなどから、FRBによる積極的な金融引き締めが継続するとの見方が強まり、大幅に下

落（利回りは上昇）しました。12月中旬にかけては、市場予想を下回る米物価指標などを背景に利上げペー

スの鈍化観測が高まり上昇（利回りは低下）しました。その後は、欧米の景気後退懸念やインフレ鈍化の見

方が広がったことから上昇（利回りは低下）する局面もありましたが、2023年３月上旬にかけては米国や

ユーロ圏の一部の景気指標が底堅い内容だったことなどを背景に、FRBやECBの金融引き締め政策が長期化

するとの見方が改めて意識され、下落（利回りは上昇）しました。３月中旬以降は、米地銀の破綻などを受

け金融不安が高まり、主要国・地域の中央銀行による政策金利の引き締め姿勢は弱まるとの観測が優勢と

なったことなどから５月上旬にかけて上昇（利回りは低下）基調で推移しました。その後期末にかけては、

根強いインフレ圧力を背景に、FRBやECBなど主要国・地域中央銀行による金融引き締めが長期化するとの見

方などから、世界の国債市場は下落（利回りは上昇）しました。 

・金価格（米ドル・ベース）は、前期末から2022年10月末にかけては、米国の堅調な雇用指標や高止まりする

インフレを受けて米国金利が上昇する中、利子を生まない金の魅力が相対的に低下したことが嫌気され下

落しました。その後は、米CPIの鈍化などを受け米国金利が低下したことなどから、2023年１月末にかけて

上昇しました。その後は、米国景気の底堅さからFRBの金融引き締め継続観測が再び強まり米ドルが対主要

国通貨で上昇したことなどから、米ドル建てで取引される金の割高感が警戒され、金価格は下落しました。

３月以降は、米地銀の破綻や欧州での金融機関の経営不安をめぐる混乱、米インフレ率の鈍化を背景にFRB

の利上げ継続観測が後退し、米ドルが下落したことなどから、５月上旬にかけて上昇しました。その後期末

にかけては、引き続き高止まりするインフレを背景に米追加利上げ観測が高まったことに加え、米大手格付

け会社による米国国債の格下げや米国国債発行増加による需給悪化懸念により米長期金利が上昇し米ドル

高が進行したことから、金価格は下落しました。 

・為替市場では、前期末から2022年10月上旬にかけては、高止まりするインフレの抑制に向けてFRBが大幅な

利上げを継続した一方、日本銀行は緩和的な金融政策を維持したことから、金融政策の方向性の違いが意識

され、米ドルは対円で上昇しました。その後2023年１月中旬にかけては、財務省・日本銀行による為替介入

の実施や、日本銀行によるイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）政策の長期金利の許容変動幅拡

大などを受けて、円高・米ドル安が進行しました。３月上旬にかけては、日本政府が日本銀行の次期総裁に

起用する方針を固めた植田氏が当面は金融緩和の継続が必要との考えを示したことなどから、円安・米ドル

投資環境 
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高となりました。３月中旬から下旬にかけては、米地銀の破綻をきっかけとして金融不安が欧州地域などへ

も波及するとの懸念が強まったことや米金利が低下したことなどから、円高・米ドル安が進行しました。そ

の後６月にかけては、金融不安への過度な懸念が後退したことや、植田総裁就任後初回となる日本銀行の金

融政策決定会合において、現状の金融政策の維持が決定された一方、欧米の中央銀行は金融引き締め姿勢を

維持するとの見方が強まったことなどから円安・米ドル高となりました。７月は、インフレ圧力鈍化の兆し

から米利上げが 終局面との見方が強まり、米国長期金利が低下したことや、日本銀行がイールドカーブ・

コントロール（長短金利操作）の運用を柔軟化するとの観測報道などを受けて円高・米ドル安が進行しまし

た。期末にかけては、米大手格付け会社による米国国債の格下げや米国国債の増発などを背景に、米国財政

への警戒感などから米長期金利が上昇し、円安・米ドル高となりました。期を通してみると、米ドルは対円

で上昇しました。 

 

 

投資信託証券への投資を通じて、主に日本を含む世界の株式および公社債ならびに金（デリバティブ取引を

含めます。）等に投資することにより信託財産の成長と利子・配当等収益の確保を図ることを目的に運用を行っ

てまいりました。 

 

・前期末から、2022年９月にかけては、株式部分では、グローバル・ヘルスケア株式（ETF）の組入比率を引

き上げた一方、世界セキュリティ関連株式の全売却などを行いました。債券部分では、ユーロ建て公共債券

の組入比率を引き下げました。 

・10月は、株式部分では、グローバル・テクノロジー株式や新興国株式などを売却した一方、世界バリュー株

式などの組入比率を引き上げました。また、グローバルエネルギー株式を新たに組入れました。債券部分で

は、中国人民元建て債券の組入比率を引き下げた一方で、ユーロ建て公共債券の組入比率を小幅に引き上げ

ました。 

・11月は、株式部分では、アジア（除く日本）株式の組入れを開始したほか、新興国株式などの組入比率を引

き上げました。一方で、世界ヘルスケア株式（ETF）の組入比率を引き下げました。債券部分では、中国人

民元建て債券の組入比率を引き下げた一方で、ユーロ建てソブリン債や資源国ソブリン債の組入比率を引

き上げました。 

・12月は、株式部分では、世界スタイル株式の組入れを開始したほか、アジア（除く日本）株式などの組入比

率を引き上げました。一方で、米国小型株式（ETF）、世界テクノロジー株式（ETF）などの組入比率を引き

下げました。債券部分では、中国人民元建て債券を売却、米ドル建てソブリン債の組入比率を引き下げた一

方で、米国超長期国債（ETF）の組入れを開始、世界債券（絶対収益型）の組入比率を引き上げました。 

・2023年１月から２月半ばにかけては、株式部分では、デジタル・コミュニケーション関連株式などへの組入

れを開始したほか、アジア（除く日本）株式などの組入比率を引き上げました。一方で、世界ヘルスケア株

（ETF）を売却したほか、世界生活必需品株式（ETF）などの組入比率を引き下げました。債券部分では、米

ドル建て投資適格社債（ETF）の組入れを開始したほか、米ドル建てソブリン債の組入比率を引き上げ、ユー

ロ建てソブリン債の組入比率を引き下げました。 

・３月にかけては、株式部分では、世界テクノロジー株式（ETF）の組入れを開始したほか、日本株式の組入

比率を引き上げました。一方で、新興国株式およびスイス株式の組入比率を引き下げました。なお、債券部

分では、ユーロ建てソブリン債および米ドル建てソブリン債の組入比率を引き上げました。一方で、米ドル

建て投資適格社債（ETF）および世界債券（絶対収益型）を売却しました。 

・４月は、株式部分では、新興国高配当株式の組入れを開始したほか、日本株式およびスイス株式の組入比率

を引き上げました。一方で、新興国株式、米国インフラストラクチャー株式（ETF）、世界金属鉱業株式（ETF）

を売却、アジア（除く日本）株式および世界テクノロジー株式（ETF）の組入比率を引き下げました。債券

組入状況 
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部分では、米国超長期国債（ETF）と米ドル建てソブリン債の組入比率を引き上げました。一方で、ユーロ

建てソブリン債の組入比率を引き下げました。 

・５月は、株式部分では、日本株式および世界スタイル株式の組入比率を引き上げた一方で、アジア（除く日

本）株式などの組入比率を引き下げました。債券部分は、概ね前月末水準の組入比率を維持しました。 

・６月は、株式部分では、米国株式（ETF）の組入れを開始した一方で、アジア（除く日本）株式の組入比率

を引き下げました。債券部分は、日本国債（ETF）の組入れを開始したほか、ユーロ建てソブリン債の組入

比率を引き上げました。一方で、米ドル建てソブリン債の組入比率を引き下げました。 

・７月から期末にかけては、株式部分では、日本株式、世界テクノロジー株式（ETF）の組入比率を引き下げ

た一方で、デジタル・コミュニケーション関連株式や新興国高配当株式などの組入比率を引き上げました。

債券部分は、ユーロ建てソブリン債や米ドル建てソブリン債などの組入比率を引き下げた一方、日本国債

（ETF）の組入比率を引き上げました。 

 
※各投資先ファンドの内容については、12ページ以降をご覧ください。 

 

 

当期の収益分配は、基準価額の水準等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第11期 

2022年８月16日～ 
2023年８月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,953  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

投資信託証券への投資を通じて、主に日本を含む世界の株式および公社債ならびに金等を投資対象とし、信

託財産の成長と利子・配当等収益の確保を図ることを目的に運用を行っていく方針です。 

米国の景気後退懸念が後退する一方、欧州景気の先行きに不透明感が強まるなど、世界のマクロ経済環境に

は跛行色が見られます。また米国国債の突然の格下げや、日本銀行のイールドカーブ・コントロール（YCC）

政策の柔軟化などによって、金融市場を取り巻く環境は複雑化しています。このためリスク資産に対する投資

スタンスは若干の慎重姿勢に留め、割安感が強い新興国株や、ディフェンシブ株、優良株を主体とする保守的

なポートフォリオを継続する方針です。債券については、相対的に投資妙味が増している日本国債（ETF）へ

の配分を引き上げるタイミングを検討します。 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 116  0.968  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 13)  (0.110)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 99)  (0.825)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.018   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.018)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 33   0.274   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 32)  (0.266)  ・その他は、一部の組入れ投資信託証券の管理報酬および目論見書、運用報告 
 書等法定の開示書類の作成等に要する費用その他信託事務の処理等に要する 
 諸費用 

 合 計 151   1.260    

期中の平均基準価額は、12,017円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.57％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用のうち、その他費用には一部の投資先ファンドの運用管理費用が含まれます。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ピクテ・コア・エクイティ・ファンド(適格機関投資家専用) 1,567,402,835 1,733,000 1,470,767,163 1,616,000  
ピクテ日本ナンバーワン・ファンド(適格機関投資家専用) 397,356,738 831,000 338,608,615 677,000  
ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド(適格機関投資家専用) 59,178,083 560,198 8,249,925 86,713  
ピクテ・セキュリティ・ファンド（適格機関投資家専用） － － 190,022,095 207,508  
ピクテ・グローバル・スタイル株式ファンド(適格機関投資家専用) 1,204,203,095 1,158,280 202,533,495 209,940  
ｉシェアーズ・コア 日本国債ＥＴＦ 314,800 800,376 － －  
PGSF‐グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド － － 115,678 489,486  
PGSF‐新興国ハイインカム株式ファンド 75,778 455,400 4,885 31,880  
PGSF‐資源国ソブリン・ファンド 340,576 799,980 21,054 52,990  
ピクテ(CH)プレシャス・メタル・ファンド‐フィジカル・ゴールド 25,840 630,669 15,634 399,630  

合 計 3,228,897,746 6,968,904 2,210,338,545 3,771,148  

外 

国 

アメリカ 千米ドル 千米ドル  
 ピクテ-アジア株式（除く日本） 14,415 5,014 7,894 2,697  
 ピクテ-デジタル 9,886 5,056 1,691 882  
 ピクテ-エマージング・マーケット 819 621 6,608 4,885  
 ピクテ-アブソリュート・リターン・フィックスド・インカム 26,537 3,140 72,553 8,615  
 ピクテ-USDガバメント・ボンド 16,860 11,667 51,884 35,399  
 ピクテ-サステナブル・エマージング・デット・ブレンド 26,563 2,591 － －  
 ISHARES IBOXX INVESTMENT GRA 53,600 5,919 53,600 5,723  
 ISHARES GLOBAL TECH ETF 47,700 2,475 136,500 6,868  
 ISHARES GLOBAL HEALTHCARE ETF 9,700 797 29,300 2,457  
 ISHARES GLOBAL ENERGY ETF 19,400 755 19,400 744  
 ISHARES 20+ YEAR TREASURY BOND 55,200 5,829 － －  
 ISHARES RUSSELL 2000 ETF 4,200 844 8,500 1,556  
 ISHARES GLOBAL CONSUMER STAP － － 28,000 1,682  
 ISHARES MSCI Global Select Metals & Mini 17,500 716 40,600 1,671  
 ISHARES US INFRASTRUCTURE 22,000 856 69,900 2,532  
 SPDR S&P 500 ETF TRUST 10,900 4,715 4,000 1,772  
 ISHARES EDGE MSCI WRLD VALUE 23,000 723 71,700 2,417  
 ISHARES MSCI WLD QLY DIV-USD DIS － － 585,900 3,285  

小 計 358,283 51,726 1,188,031 83,191  
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ  

 ルクセンブルグ  
  ピクテ-EURガバメント・ボンド 125,555 19,532 83,551 13,088  
 小 計 125,555 19,532 83,551 13,088  

ユ ー ロ 計 125,555 19,532 83,551 13,088  
スイス 千スイスフラン 千スイスフラン  

 ピクテ(CH)-スイス-エクイティーズ 401 1,520 420 1,525  
小 計 401 1,520 420 1,525  

中国オフショア 千オフショア人民元 千オフショア人民元  
 ピクテ-チャイニーズ・ローカル・カレンシー・デット － － 52,640 46,077  

小 計 － － 52,640 46,077  
 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

（注） “PGSF”は「ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド」の略称です。以下当略称で表記する場合があります。   

投資信託証券 
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○利害関係人との取引状況等 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年８月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ・コア・エクイティ・ファンド(適格機関投資家専用) 2,199,894,601 2,296,530,273 2,683,036 12.0 

ピクテ日本ナンバーワン・ファンド(適格機関投資家専用) 289,318,505 348,066,628 780,922 3.5 

ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド(適格機関投資家専用) － 50,928,158 567,191 2.5 

ピクテ・セキュリティ・ファンド（適格機関投資家専用） 190,022,095 － － － 

ピクテ・グローバル・スタイル株式ファンド(適格機関投資家専用) － 1,001,669,600 1,120,367 5.0 

ｉシェアーズ・コア 日本国債ＥＴＦ － 314,800 782,907 3.5 

PGSF‐グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・ファンド 115,678 － － － 

PGSF‐新興国ハイインカム株式ファンド － 70,893 453,290 2.0 

PGSF‐資源国ソブリン・ファンド － 319,521 790,177 3.5 

ピクテ(CH)プレシャス・メタル・ファンド‐フィジカル・ゴールド 135,695 145,902 3,916,315 17.6 

合 計 2,679,486,575 3,698,045,776 11,094,208 49.7 
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） －印は組入れがありません。 
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銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

ピクテ-アジア株式（除く日本） － 6,520 2,275 331,289 1.5 

ピクテ-デジタル － 8,195 4,679 681,368 3.1 

ピクテ-エマージング・マーケット 5,788 － － － － 

ピクテ-アブソリュート・リターン・フィックスド・インカム 46,016 － － － － 

ピクテ-USDガバメント・ボンド 57,954 22,931 15,560 2,265,542 10.2 

ピクテ-サステナブル・エマージング・デット・ブレンド － 26,563 2,601 378,836 1.7 

ISHARES GLOBAL TECH ETF 88,800 － － － － 

ISHARES GLOBAL HEALTHCARE ETF 19,600 － － － － 

ISHARES 20+ YEAR TREASURY BOND － 55,200 5,252 764,812 3.4 

ISHARES RUSSELL 2000 ETF 4,300 － － － － 

ISHARES GLOBAL CONSUMER STAP 28,000 － － － － 

ISHARES MSCI Global Select Metals & Mini 23,100 － － － － 

ISHARES US INFRASTRUCTURE 47,900 － － － － 

SPDR S&P 500 ETF TRUST － 6,900 3,091 450,189 2.0 

ISHARES EDGE MSCI WRLD VALUE 48,700 － － － － 

ISHARES MSCI WLD QLY DIV-USD DIS 585,900 － － － － 

小 計 956,059 126,311 33,461 4,872,038 21.8 

(ユーロ…ルクセンブルグ)   千ユーロ   

ピクテ-EURガバメント・ボンド 123,291 165,295 25,425 4,037,098 18.1 

小 計 123,291 165,295 25,425 4,037,098 18.1 

(スイス)   千スイスフラン   

ピクテ(CH)-スイス-エクイティーズ 1,106 1,087 4,082 676,839 3.0 

小 計 1,106 1,087 4,082 676,839 3.0 

(中国オフショア)   千オフショア人民元   

ピクテ-チャイニーズ・ローカル・カレンシー・デット 52,640 － － － － 

小 計 52,640 － － － － 

合 計 1,133,098 292,694 － 9,585,976 43.0 
 
（注） 邦貨換算金額は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 
（注） －印は組み入れがありません。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年８月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 12,986,050 56.2 

投資証券 7,694,135 33.3 

コール・ローン等、その他 2,419,676 10.5 

投資信託財産総額 23,099,861 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 
（注） 当期末における外貨建純資産（9,597,957千円）の投資信託財産総額（23,099,861千円）に対する比率は41.5％です。 
（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レー

トは、1オフショア人民元=20.0015円、1米ドル=145.60円、1ユーロ=158.78円、1スイスフラン=165.81円。   
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年８月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 35,799,731,627   

 コール・ローン等 2,355,011,353   

 投資信託受益証券(評価額) 12,986,050,335   

 投資証券(評価額) 7,694,135,365   

 未収入金 12,757,116,363   

 未収配当金 7,418,211   

(B) 負債 13,492,802,612   

 未払金 13,355,759,271   

 未払解約金 27,821,945   

 未払信託報酬 107,508,776   

 その他未払費用 1,712,620   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 22,306,929,015   

 元本 18,038,465,862   

 次期繰越損益金 4,268,463,153   

(D) 受益権総口数 18,038,465,862口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,366円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 18,501,954,596円

期中追加設定元本額 1,685,718,543円

期中一部解約元本額 2,149,207,277円

（注） １口当たり純資産額 1.2366円
 

○損益の状況 (2022年８月16日～2023年８月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 538,952,929   

 受取配当金 538,524,780   

 受取利息 2,018,958   

 その他収益金 10,157   

 支払利息 △    1,600,966   

(B) 有価証券売買損益 △  101,339,231   

 売買益 3,590,536,293   

 売買損 △3,691,875,524   

(C) 信託報酬等 △  277,689,916   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 159,923,782   

(E) 前期繰越損益金 1,217,921,221   

(F) 追加信託差損益金 2,890,618,150   

 (配当等相当額) (  4,631,826,494)  

 (売買損益相当額) (△1,741,208,344)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,268,463,153   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,268,463,153   

 追加信託差損益金 2,890,618,150   

 (配当等相当額) (  4,631,826,494)  

 (売買損益相当額) (△1,741,208,344)  

 分配準備積立金 2,499,487,849   

 繰越損益金 △1,121,642,846   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（261,263,013

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定す

る収益調整金（4,631,826,494円）および分配準備積立金

（2,238,224,836円）より分配対象収益は7,131,314,343円

（10,000口当たり3,953円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 

 

○お知らせ 

 指定投資信託証券の削除および名称変更に伴い、所要の約款変更を行いました。 

 



＜組入投資信託証券の内容＞
「ピクテ・アセット・アロケーション・ファンド（1年決算型）」は投資信託証券を主要投資対象としています。
以下は2023年８月15日現在で組入れている組入投資信託証券の内容です。
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